
　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
そ
し
て

イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
と
の
戦

闘
の
終
息
の
方
向
が
見
え
て
き
た
よ
う
で
す

が
、
一
刻
も
早
い
完
全
な
戦
闘
終
了
が
望
ま
れ

ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
多
く
の
住
民
の
命
と
暮
ら
し
が

守
ら
れ
る
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
一
番
大
切
な
こ

と
で
す
。

　

昨
年
の
参
議
院
選
挙
で
野
党
が
過
半
数
を
占

め
、
新
た
な
政
権
の
枠
組
み
が
で
き
ま
し
た
。

自
民
、
維
新
の
連
立
内
閣
で
す
。
公
明
党
が
連

立
か
ら
別
れ
野
党
に
、
そ
し
て
維
新
が
連
立

に
、
と
紆
余
曲
折
が
あ
り
ま
す
が
、
自
民
党
と

連
立
を
組
む
政
党
の
傾
向
が
分
か
っ
て
き
た
感

が
し
ま
す
。

　

政
治
は
私
た
ち
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

り
、
そ
し
て
戦
争
の
心
配
の
な
い
国
に
し
て

い
く
こ
と
が
最
大
の
使
命
な
の
だ
と
思
い
ま

す
が
、
走
り
出
し
た
新
た
な
政
府
の
方
向
は
ど

う
も
少
し
方
向
が
違
う
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

「
台
湾
有
事
」
発
言
、
軍
事
費
G
D
P
比

二
％
前
倒
し
実
施
、
非
核
三
原
則
見
直
し
、
武

器
輸
出
の
規
制
撤
廃
、
原
子
力
潜
水
艦
の
導
入

検
討
、
九
条
改
憲
案
条
文
化
、
原
発
再
稼
働
推

進
、
医
療
・
介
護
な
ど
社
会
保
障
の
大
削
減
、

労
働
法
制
規
制
緩
和
、
な
ど
高
市
政
権
の
国
民

生
活
を
二
の
次
と
す
る
暴
走
が
始
ま
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

ひ
き
続
き
政
府
の
動
向
を
見
守
り
、
署
名
や

さ
ま
ざ
ま
な
意
思
表
示
・
行
動
で
私
た
ち
の
思

い
を
広
く
伝
え
、
命
と
暮
ら
し
を
守
る
連
帯
の

輪
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い
き
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い
と
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ま
す
。
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思
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。

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
中
の
友
の
会
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
二
〇
二
五
年
は
、
法
人
創
立
三
〇
周

年
と
い
う
節
目
の
年
に
当
た
り
、
様
々
な
記

念
事
業
、
記
念
行
事
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
創
立
か
ら
四
年
後
の
一
九
九
九
年
に
結

成
さ
れ
た
「
山
形
虹
の
会
と
福
祉
を
良
く
す

る
友
の
会
」
の
皆
様
か
ら
継
続
し
て
山
形
虹

の
会
の
運
営
に
協
力
頂
き
三
〇
年
を
迎
え
た

こ
と
に
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
お
か

げ
さ
ま
で
、
老
人
保
健
施
設
の
開
設
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
現
在
で
は
特
養
、
デ
イ
ケ
ア
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
訪

問
入
浴
な
ど
事
業
は
広
が
り
、
介
護
事
業
で

の
地
域
貢
献
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

一
方
介
護
を
巡
る
状
況
は
、
こ
の
三
〇
年

で
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
介
護
負
担
を
社

会
み
ん
な
で
支
え
る
、
い
わ
ゆ
る
介
護
の
社

会
化
を
目
的
に
二
〇
〇
〇
年
に
介
護
保
険
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
制
度
変
更
が
重
ね
ら
れ

る
中
で
、
介
護
保
険
料
や
利
用
料
の
ア
ッ

プ
、
そ
し
て
事
業
に
携
わ
る
職
員
不
足
な
ど

様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
友
の
会

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
地
域
住
民
の
声
を
、

介
護
職
員
の
要
求
を
国
に
届
け
る
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
創
立
三
十
一
年
目
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
地
域
の
皆
様
、
友

の
会
の
皆
様
と
と
も
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
努
め
て
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い
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ま
す
。
引
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続
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ご
支
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、
ご
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よ
ろ
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く
お
願
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い
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し
ま

す
。
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憲法かえずに政治をかえよう！
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　10月22日（水）、「山形虹の会創立30周年記念かけはし祭り」を開催
しました。
　午前中は鈴や笛の音や「わっしょい、わっしょい」のかけ声とともに、
御神輿を担いだ８名の職員が法人内の事業所を周りとても盛り上がりま
した。その後、お酒やジュースを利用者の方に振る舞い、昼食は「かけ
はし祭りご膳」を召し上がっていただきました。赤飯や天ぷらなど、30
周年記念のお祝いにふさわしいメニューとなり、「赤飯食べられてうれし
いの」等の声が聞かれ会話も弾みました。
　午後は３つの会場に分かれてステージイベントが開催され、ボランティ
アの方によるフルートやデジタルホーン・ギター・サックスの演奏、歌や
踊り、利用者の方による合唱やリズム体操などの出し物が披露されまし
た。祭りの最後は、利用者の方とボランティアの方、職員が一緒に花笠
音頭を踊りました。会場が一体となり、手拍子を打ちながら涙を浮かべ
られる方もおり、大変喜ばれました。また、当日開かれた友の会市には
多くの品物が並び、来設されたご家族の方も足を止めてくださいました。
　これからも季節の移り変わりやかけはしでの生活を楽しんでいただける
よう、行事を開催していきたいと思います。

かけはし祭り実行委員会委員長　ショートステイ　榎本　文典

山形虹の会創立30周年記念 かけはし祭り



　

現
在
放
映
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ

「
ば
け
ば
け
」
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の

一
節
で
す
。

　

こ
の
歌
に
心
惹
か
れ
Ｃ
Ｄ
ま
で

買
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。　

　

世
界
の
情
勢
・
国
の
施
策
に
翻
弄

さ
れ
、
気
を
も
み
な
が
ら
も
日
々
の

厳
し
い
生
活
を
、
た
く
ま
し
く
生
き

る
庶
民
の
姿
を
コ
ミ
カ
ル
に
綴
っ
て

い
ま
す
。

　

明
治
時
代
そ
し
て
そ
の
後
の
政
治

変
革
、
戦
争
、
な
ど
を
経
て
現
在
の

日
本
の
政
治
・
経
済
・
社
会
が
作
ら

れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
資
本
主
義
の

経
済
・
社
会
体
制
の
中
で
生
み
出
さ

れ
る
利
益
の
多
く
は
労
働
者
の
汗
と

涙
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
す
が
、

こ
の
利
益
の
大
半
は
労
働
者
に
還
元

さ
れ
ず
、
一
部
の
人
の
利
益
と
な

り
、
多
く
の
人
々
の
自
由
を
制
限
す

る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ

た
富
の
偏
在
、
富
裕
層
・
特
権
階
級

を
生
み
出
さ
な
い
社
会
の
構
築
が
必

要
な
の
で
は
と
こ
の
歌
を
聴
き
な
が

ら
思
う
の
で
す
。

隅　

爺

か
け
橋
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　新年あけましておめでとうございます。新年を迎え「相談の窓口　特別

企画」として、リハビリ科から日常生活に役立つ内容をお届けします。

　年齢を重ねるにつれ、膝の痛みを感じる方が多くいらっしゃいます。立

ち上がる時や歩き始めなど、動作の開始時に痛む状態から始まり、正座や

階段の昇り降りが大変になったり、安静にしていても痛みが出たり、膝が

伸びにくく変形したりと、徐々に進行する場合があり、日常の生活に影響

が出てくることもあります。膝の痛みの予防や進行を緩やかにするために、

膝への負担が少ない生活を心がけることも重要になります。

　ここでは、生活の工夫や自宅でできる運動を紹介しますので、少しでも

取り入れてみてはいかがでしょうか。

①膝の下にクッション等を置き、

つぶすように押しつけ戻します

(太ももの前の筋肉を鍛える体

操)。

②横向きに寝て、上の足を真上に

持ち上げ、戻します(太ももの外

側の筋肉を鍛える体操)。

③仰向けで膝・お尻・胸が一直線

になるように持ち上げ、戻しま

す(太ももの裏の筋肉を鍛える体

操)。

①杖を使う場合は、痛みがある側と反対の手に杖を持つと有効です。

②階段の昇りは痛くない足を先に、降りは痛い方を先に出します。

③低い椅子からの立ち上がりは膝に負担がかかるので、スムーズに立
ち上がることが出来る高さに調整すると良いです。

相談の窓口 新年特別企画

膝をいたわる生活を膝をいたわる生活を

　

二
〇
二
五
年
十
一
月
十

一
日（
火
）～
十
二
日（
水
）

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で

開
催
さ
れ
た
「
第
三
十
八

回
日
本
高
齢
者
大
会
ｉｎ
さ

い
た
ま
」
に
、
友
の
会
役

員
二
名
、
事
務
局
一
名
、

計
三
名
で
参
加
し
て
来
ま

し
た
。

　

日
本
高
齢
者
大
会
と
は

『
ま
ち
か
ら
村
か
ら
の
連

携
で　

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の

高
齢
者
を
な
く
そ
う
』
を

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
高

齢
期
の
活
動
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
方
々
が
全
国
か

ら
集
ま
り
交
流
し
ま
す
。

　

一
日
目
は
学
習
講
座
・

分
科
会
な
ど
大
学
教
授
や

専
門
家
に
よ
る
社
会
保
障

や
健
康
に
つ
い
て
の
講
義

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
米
農
家
と
の
兼
業
で

映
画
監
督
を
さ
れ
て
い
る

安
田
淳
一
監
督
の
コ
メ
不

足
・
価
格
高
騰
が
続
く
日

本
の
農
業
に
迫
る
映
画

『
ご
は
ん
』
の
上
映
が
あ

り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
太
鼓
集
団

『
響
』
の
演
奏
と
『
三
〇

〇
人
を
超
え
る
大
合
唱
』

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
始
ま

り
、
社
会
保
障
研
究
者
の

芝
田
英
昭
さ
ん
の
記
念
講

演
『
戦
後
八
〇
年
、
命
の

尊
厳
か
ら
平
和
を
考
え

る
』
を
聞
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
各
団
体
か
ら

の
パ
ワ
フ
ル
な
活
動
報
告

を
聞
き
会
場
が
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、

共
同
組
織
の
皆
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
な
が
ら
日
々
の

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

友
の
会
事
務
局

　

事
務
課　

佐
藤　

征
子

　

十
一
月
十
九
日（
水
）

に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交

流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
交
流
会
は
、

山
形
虹
の
会
で
活
動
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

と
友
の
会
役
員
や
山
形

虹
の
会
役
職
員
が
交
流

す
る
場
と
し
て
、
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
五
つ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
か
ら

六
名
、
友
の
会
役
員
六

名
、
法
人
役
職
員
十
二

名
の
計
二
十
四
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
か
ら
は
、「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
生
き

が
い
に
な
っ
て
い
る
。」

「
自
分
た
ち
も
利
用
者
の

方
か
ら
元
気
を
も
ら
っ

て
い
る
。」「
喜
ん
で
も

ら
う
顔
を
見
る
の
が
う

れ
し
い
。」
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
交
流
会

に
参
加
で
き
な
か
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

が
、
活
動
に
真
摯
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
皆
さ

ん
の
お
話
を
聞
き
、
改

め
て
感
謝
の
気
持
ち
を

お
伝
え
す
る
こ
と
が
で

き
た
貴
重
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

ボランティア交流会ボランティア交流会

日
本
高
齢
者
大
会
ｉｎ
さ
い
た
ま

日
本
高
齢
者
大
会
ｉｎ
さ
い
た
ま

日
に
日
に
世
界
が
悪
く
な
る

気
の
せ
い
か　

そ
う
じ
ゃ
な
い

そ
ん
な
じ
ゃ
ダ
メ
だ
と
焦
っ
た
り

生
活
し
な
き
ゃ
と
座
っ
た
り

夕
日
が
と
て
も
き
れ
い
だ
ね

野
垂
れ
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
ね

何
が
あ
る
の
か
ど
こ
へ
行
く
の
か

わ
か
ら
ぬ
ま
ま
家
を
出
て

帰
る
場
所
な
ど
と
う
に
忘
れ
た

君
と
ふ
た
り
歩
く
だ
け

自宅でできる運動

生活の工夫

リハビリ科主任　理学療法士　阿部　仁美

～山形虹の会　ボランティア活動の様子～

山形県庄内郵便局長会から
タオル100枚をいただきました
（千石町郵便局・鶴岡本町二郵便局）

山形県庄内郵便局長会から
タオル100枚をいただきました
（千石町郵便局・鶴岡本町二郵便局）

　

友
の
会
担
当

　
　

老
健
事
務
長

　
　
　

後
藤　

由
衣
子

看護職員、介護職員、
管理栄養士、理学療法士、
言語聴覚士、事務職員、
夜勤専門介護職員

募集職種：

～働き方はご相談ください～
問い合わせ先：
　社会福祉法人
　　山形虹の会 本部
　　　　　　　渡部、原田
　TEL：0235（25）1131
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